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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月29日(2014.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステント製造方法であって、
　外側部材と、該外側部材のルーメン内に配置された砂時計型コア部材とを有する複合部
材を利用するステップと、
　前記複合部材をステントパターンに形作るステップと、
　前記外側部材を貫通する開口部を形成するステップと、
　前記複合部材を前記パターンに形作るステップの後、前記外側部材を損傷することなく
コア部材を外側部材から取り除くよう複合部材を処理し、それにより、砂時計型ルーメン
を有する外側部材を残すステップと、
　前記砂時計型ルーメンが、外側部材の部分により第１ルーメンと第２ルーメンに分離さ
れるよう外側部材をかしめるステップと、を備えている、
　ことを特徴とするステントの製造方法。
【請求項２】
　ステント形成方法であって、
　外側部材と、外側部材のルーメン内に配置された内側部材と、前記外側部材と前記内側
部材との間に配置する中間部材とを有する複合部材を利用して、前記複合部材をステント
パターンに形作るステップと、
　前記外側部材を貫通して前記中間部材まで開口部を形成するステップと、
　前記複合部材を前記ステントパターンに形作ったステップの後に、前記外側部材または
内側部材を損傷することなく前記中間部材を前記外側部材から取り除き、よって、両者の
間に配置されるキャビティを有する前記外側部材と前記内側部材を残すステップと、
　前記外側部材を部分的にかしめて前記内側部材と接触させ、よって、前記外側部材を変
形させ、前記内側部材により分割された第１ルーメンおよび第2ルーメンを形成し、前記
外側部材の一部分を前記内側部材に接触させるステップと、備えている、
　ことを特徴とするステントの作成方法。
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【請求項３】
　前記コア部材を取り除いた後に、第１の生物学的または薬学的活性物質で第１ルーメン
を満たし、第２の生物学的または薬学的活性物質で第２ルーメンを満たすステップをさら
に備えている、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記中間部材を取り除いた後に、第１の生物学的または薬学的活性物質で第１ルーメン
を満たし、第２の生物学的または薬学的活性物質で第２のルーメンを満たすステップを備
えている、
　請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１および第２生物学的または薬学的活性物質が同じである、
　請求項３または４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１および第２生物学的または薬学的活性物質が異なる、
　請求項３または４に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１および第２生物学的または薬学的活性物質が、抗腫瘍剤、抗有糸分裂剤、抗炎
症、抗血小板剤、抗凝固剤、抗フィブリン、アンチトロンビン、抗増殖剤、抗生物質、抗
酸化剤、および抗アレルギー物質ならびにそれらの組合せからなる群から選択される、
　請求項３または４に記載の方法。
【請求項８】
　前記複合部材の処理ステップが、前記複合部材を、外側部材と反応しないがコア部材と
は反応して前記コア部材を取り除くエッチング剤に曝すステップを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記複合部材を処理するステップが、前記複合部材を外側部材および内側部材とは反応
しないが中間部材とは反応して前記中間部材を取り除くエッチング剤に曝すステップを含
む、
　請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　前記エッチング剤は、コア部材を分解する液体化学物質である、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記エッチング剤は、中間部材を分解する液体化学物質である、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記エッチング剤が気体である、
　請求項８または９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記外側部材がMP３５Nから作成され、前記コア部材がタンタル、タングステン、モリ
ブデン、ニオブ、レニウム、炭素、ゲルマニウム、およびシリコンの一つから作成され、
エッチング剤が二ふっ化キセノンである、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記外側部材と内側部材がMP３５Nから作成され、前記中間部材が、タンタル、タング
ステン、モリブデン、ニオブ、レニウム、炭素、ゲルマニウム、およびシリコンの一つか
ら作成され、エッチング剤が二ふっ化キセノンである、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
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　前記コア部材がエッチング剤に可溶性であり、前記外側部材がエッチング剤に可溶性で
ない、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１６】
　前記中間部材がエッチング剤に可溶性であり、前記外側部材および内側部材がエッチン
グ剤に不溶である、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１７】
　前記複合部材の処理ステップが、前記コア部材が昇華する温度まで前記複合部材を加熱
するステップを備えている、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記複合部材の処理ステップが、前記中間部材が昇華する温度まで前記複合部材を加熱
するステップを備えている、
　請求項２に記載の方法。
【請求項１９】
　前記複合部材の処理ステップが、前記コア部材が溶解する温度まで前記複合部材を加熱
するステップを備えている、
　請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記複合部材の処理ステップが、前記中間部材が溶解する温度まで前記複合部材を加熱
するステップを備えている、
　請求項２に記載の方法。
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